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Web3とは何か
Web3は、次世代のインターネットとして提案されている概念であり、 
ブロックチェーンをベースに構築され、 
ユーザーコミュニティが共同で管理するインターネットを意味する



日本の皆様へのメッセージ

次世代のインターネットとしてグローバルに注目され
ているWeb3であるが、2022年から2023年にかけて
生じた暗号資産・NFT 市場の大幅な下落を受け、欧
米では悲観論も台頭している。一方、日本では、す
でに規制・制度の整備が進んでいたこと、政府が国
家戦略として推進していることなどから、引き続き
Web3に積極的に取り組む企業や組織、ユーザーが多
く存在する。

規制・制度の整備
日本においては、2014年に発生した Mt. Gox 事件と
呼ばれる暗号資産取引所のハッキング事件を契機とし
て、消費者と投資家の保護に重きを置いた規制が整
備された。昨年の FTX の破産を受け規制を強化しよ
うとしている米国などに比べ、日本は、暗号資産をめ
ぐる法的な枠組み、投資家保護など規制の整備が進
んでいると言える。実際、顧客資産の分別管理など日
本の規制に準拠して運用されていた FTX Japanでは、
投資家の被害はそれほど大きくなかったと言われて
いる。

政府による積極的な推進
日本では、Web3を国家戦略の一つとして積極的に推
進しようとしている。2022年6月に閣議決定された「経
済財政運営と改革の基本方針2022　新しい資本主義
へ～課題解決を成長のエンジンに変え、持続可能な
経済を実現～」（骨太方針2022）には、ブロックチェー
ン技術を基盤とするNFT や DAO の利用など、Web3
の推進に向けた環境整備が盛り込まれている。

また、2022年12月に発表された「デジタル田園都市
国家構想総合戦略」でもWeb3の活用が謳われている。

2023年に入っても、様々な活動が推進されている。6
月には、改正資金決済法の施行により、日本国内で
のステーブルコインの発行・流通が可能となる制度
の整備が進み、6月16日に閣議決定された「経済財
政運営と改革の基本方針2023　加速する新しい資本

主義～未来への投資の拡大と構造的賃上げの実現～」
（いわゆる骨太方針2023）では、分散型のデジタル

社会の実現に向けたWeb3に係るトークンの利活用や
コンテンツ産業の活性化に係る環境整備が謳われて
いる。

Web3に積極的な企業、組織、ユーザー
こうした背景もあり、日本においては、ゲーム会社、
旅行会社など多くの企業がWeb3に積極的に取り組ん
でおり、経団連も、2022年11月に「web3推進戦略
～ Society 5.0 for SDGs 実現に向けて」を公表し、日
本が Web3の先進国として各国をリードすることを提
言している。また、新潟県長岡市山古志で DAOを活
用する（山古志 DAO）など、Web3を町おこしなどの
目的で積極的に活用する地方自治体が多いのも日本
の特徴の一つである。ユーザーの Web3に対する姿
勢も欧米とは異なるように見える。欧米の大手ゲーム
会社が当初 Web3への積極的なスタンスを表明したも
ののユーザーからの強い反発を受けて軌道修正を迫
られたが、日本ではそのようなことはなく、大手各社
は積極的に取り組みを続けている。

Web3は、Web2.0の時代に普及した、一部のテック
企業による中央集権的かつ閉鎖的なデータ管理に対
するアンチテーゼとして、ユーザーが自らのデータ管
理をユーザー自身の手に取り戻すという強い「思想」
を背景に支持を広げてきたが、グローバルに見ても
大きな成功を収めている事例はまだない。変化を続
ける規制環境、不十分なユーザー体験など、解決す
べき課題も多く、様々な試行錯誤が必要な状況にあ
る。しかし日本は、上記のように、規制・制度の整備、
政府の国家戦略、企業・組織・ユーザーの姿勢など、
多くの優位性を持っている。近い将来、ブレイクス
ルーとなるような Web3のプロダクトやサービスが日
本から生まれることを期待したい。

マッキンゼー・アンド・カンパニー 東京オフィス

マッキンゼー・デジタル部門
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3度目の正直となるのか。インターネットが常に成長
し、進化していることは言うまでもない。これは、流
行り廃りが激しいウェブサイトやプラットフォームに限っ
たことではない。インターネットを構築するコード（プ
ログラム）そのものが常に流動的なのである。ここ数
年、一部のテック系フューチャリストたちは、Web31

を次世代の技術として注目し始めている。Web3は、有
力な暗号資産の一つであるイーサリアムの創始者の
一人として知られるGavin Wood 氏による造語である。
Web3とは、ブロックチェーンをベースに構築された
分散型のインターネットである。ブロックチェーンは、
参加者が共同で管理する分散型の台帳である。この
ブロックチェーンの集合体的な性質から、Web3の時
代が本格的に到来した際には、利用とアクセスがユー
ザーコミュニティによって運営される、インターネット
の新時代がもたらされると想定されている。つまりこ
れは、Web 2.0時代の、一部のテック企業によって支
配されている中央集権的なモデルに取って代わるもの
となると期待されているのである。本格的な Web3の
時代が到来するかはまだ分からないが、少なくとも基
本的な技術要素はすでに存在している。

Web3への関心が大きく高まったのは2018年以降のこ
とで、特に株式投資、オンライン検索、特許出願、科
学論文、求人、報道などの分野で顕著となっている。
金融サービス業界は、Web3の技術や資産の導入に
おける先駆者であり、 一時は、いわゆる分散型金融取
引所で処理される1日の取引高が100億ドルを超えた
こともあった。ただし、後述するが、現在のところ、そ
の進化は一進一退といった状況である。

Web3が何なのか、まだピンと来ない人もいるであろ
うが、心配は無用である。2022年にハーバード・ビ
ジネス・レビューが実施した世論調査によると、5万
人以上の回答者の実に7割近くが、Web3が何なのか
知らないと答えている。本稿では、Web3について、そ
のリスクと可能性、そしてその本格的な普及の可能性
や、普及する場合の時期の見通しになどついて解説
する。

マッキンゼーのデジタル研究グループについてさらに
詳しく知りたい方はこちらをご覧いただきたい。

 

1.  Web3.0と表記されることもあるが、Web3.0は、ウェブの標準化を行っているWorld Wide Web Consortiam（W3C）の Tim Berners-Lee が提示している
Semantic Webを指すWeb3とは異なる概念を意味することもある
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Web1.0とWeb2.0
Web3は、ウェブにとどまらずより広くインターネット
全体に及ぶ概念であるが、Web3を理解するにあたっ
ては、まずはWeb1.0とWeb2.0を理解しておくと良い
であろう。それにはインターネットおよびウェブの歴
史を簡単に振り返る必要がある。1969年10月に米国
国 防 総 省 がネットワーク研 究 の た め に開 始した
ARPANET にその起源を持つと言われるインターネッ
トは、1990年代初頭に商用化が始まり、World Wide 
Web（いわゆるウェブ）も同時期に誕生した。初期
のインターネットは、オープンプロトコルをベースに
構築されていた。オープンプロトコルとは、誰でも利
用可能な通信規格である。一方、特定の企業や組織
に利用が限定される通信規格をクローズドプロトコル
と呼ぶ。現在、インターネットの標準的な通信規格と
な っ て い る TCP/IP（Transfer Control Protocol/ 
Internet Protocol）は、オープンプロトコルである。初
期のウェブ（Web1.0）も、HTTP などオープンプロト
コルに支えられていた。Web1.0におけるウェブの利
用形態は、企業など限られた情報発信者による静的
なコンテンツを閲覧するというシンプルなものが多
かった。

そして、2000年代半ばに誕生したのがWeb2.0である。
Web2.0は、ITバブル崩壊後も生き残ったインターネッ
ト企業の特徴をまとめる形で Tim O'Reillyらによって
提唱された、ウェブにおける新たなプロダクト/ サー
ビスの概念である。Web1.0時代のような静的な情報
の閲覧だけでなく、AJAX などの技術を活用すること
で可能となった、よりリッチで、インタラクティブ（双
方向）なコンテンツや、ユーザーの参加を促すウェブ
の利用形態を示すものである。Facebook、Twitter

（現 X）、Wikipediaといった新興のインターネット企業
による、ユーザーがコンテンツ作成に参加できるよう
なサービスの提供は、Web2.0の代表例である。しか
し、マサチューセッツ工科大学 (MIT) の研究員である
Andrew McAfee 氏が2009年にマッキンゼークォータ
リーのインタビューで指摘したように、こうした無料
で使える「新興ソーシャル・ソフトウェア・プラット
フォーム」には、ユーザーが認識していない別の費

用が発生している。これらの企業は、ユーザーの活
動やデータを広告主に販売することで収益を得る一方
で、ウェブサイトの機能や管理に関する意思決定権を
ユーザーには開放せず占有を続けているのである。
Web2.0時代においてもオープンプロトコルが基盤と
なっているが、その上に構築されたプロダクト/ サー
ビスにおける取引、コンテンツ、データの管理は、一
部のテック企業によって中央集権的かつ閉鎖的に行わ
れている。

Web3を支える技術とは
Web3では、新たな技術でインターネットの新しい形
態を築こうとしている。以下に、その3つの主要な技
術を挙げる。

 — ブロックチェーン：コンピュータネットワーク上に
存在し、取引の記録を支援するデジタル形式の分
散型台帳。ネットワークに新しいデータが追加さ
れると、新たなブロックが作られ、チェーンに恒
久的に記録される。その後、ブロックチェーン上
のすべてのノード2が更新され、変更が反映され
る。このように、複数のノードで分散して管理が
行われることで、システムが「単一の制御点や障
害点」の影響を受けることはない

 — スマートコントラクト：売り手と買い手が合意した
契約条件など、あらかじめ設定された特定の条件
が満たされた場合に自動的に契約や取引を実行
するソフトウェアプログラム。ブロックチェーン上
に可変不可能なプログラムとして保存され、展開
される

 — デジタル資産とトークン：デジタルの世界にのみ存
在する資産。暗号資産（仮想通貨）、ステーブル
コイン3、中央銀行デジタル通貨（CBDC）、NFT

（非代替性トークン）などが含まれる。また、美術
品や、コンサートやスポーツイベントのチケットな
ど、トークン化された現実資産も含まれる

本稿の後半では、Web3によって実現するプロダクト
やサービスの実例を挙げながら、それぞれの技術が
実際にどのように活用されているかを見ていく。

2.  ネットワークに能動的に接続されているコンピュータ
3.  価格の安定性を実現するよう設計された暗号資産
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Web3はWeb2.0と何が違うのか
Web2.0時代である現在、取引、コンテンツ、データ
の管理はテック企業が中央集権的に行っているが、
Web3時代が到来すれば、理論的には、この状況が
大きく変わることになる。Web3の支持者たちは、
Web3時代になれば、ユーザーは、自分の情報の管
理を、現在のような仲介者を介することなく、ユー
ザー自身で行えるようになると考えている。Web3は、
情報の管理方法、インターネットの収益化方法、さら
にはウェブにおける企業の機能をも変える可能性があ
る。Web3は、取引、コンテンツ、データの管理を中
央集権的なテック企業から取り戻し、参加者が共同で
行えるようにしたいという初期のインターネットを支え
たオープンな「思想」が背景にあることが大きな特徴
である。

両者のもう一つの違いは、信頼に対するアプローチ
である。Web2.0では、金銭取引であれ情報取引であ
れ、取引は当事者間（仲介者も含む）の信頼に依拠
している。対照的に、Web3では、当事者間の信頼関
係を前提としない。その代わり、一定の基準を満たし、
データ検証が完了した場合にのみ取引が成立するよう
技術的に担保されている。

Web3での取引がどのように行われるかについて理解
するため、理論的な具体例を挙げよう。ある人が、転
売市場でコンサートのチケットを購入しようとしている
とする。この人は以前、偽のチケットを売る人物から
詐欺にあったことがある。相手が本物のチケットを売っ
ていると信じてしまい、代金を騙し取られたのである。
その経験から、今回、この人は、Web3に対応したブ
ロックチェーンベースのチケット売買サービスを試し
てみることにした。このようなサイトでは、すべての
チケットに、実在の人物に紐づいた、固有かつ改ざ
ん不可能で検証可能なIDが割り当てられる。チケット
を購入する前に、ネットワーク上の大半のノードが販
売者の認証情報を検証し、チケットが実際に本物であ
ることを確認するのである。こうしてこの人は、取引
相手との信頼関係を前提とせず、本物のチケットを安

心して手に入れ、コンサートを楽しむことができるの
である。

暗号資産・NFT市場の下落
暗号資産市場は先行き不透明な状況に直面している。
2022年、いくつかの仮想通貨（Cryptocurrency）が
価値を失い、複数の暗号資産取引所が閉鎖され、時
価総額の50%以上が失われた。2023年には、NFT 市
場も大きく下落し、「投資家が保有しているNFTの95%
が無価値」とも言われる状況となっている。また、数
多くの倒産、大きな詐欺事件、規制の強化などが、こ
の領域に対する関心に大きな影響を与えている。しか
しながら、金融サービス、小売り、音楽、ゲーム、メ
ディアなど様々な業界において、Web3における事業
機会の追求が続けられている。

5Web3とは何か

https://www.mckinsey.com/industries/financial-services/our-insights/web3-beyond-the-hype
https://www.mckinsey.com/industries/financial-services/our-insights/web3-beyond-the-hype
https://business.nikkei.com/atcl/gen/19/00461/081700104/
https://forkast.news/nfts-are-94-worthless-and-also-up-over-52000/
https://forkast.news/nfts-are-94-worthless-and-also-up-over-52000/


Web3の事例としてどのようなものがあるか
McKinsey Technology Trends Outlook 2023で 言 及
された Web3の4つの事例を紹介する。

 — 2022年11月、JPモルガン・チェースは、ブロック
チェーン技術を用いてトークン化されたシンガポー
ルドルと日本円の預金のクロスボーダー取引を初
めて実施した。この取引は、JPモルガン・チェー
スとDBS 銀行が参画する「プロジェクト・ガーディ
アン」の取り組みの一貫として行われた

 — 米国大手デジタル証券会社セキュリタイズは、世
界的な投資会社 KKRと提携し、Avalancheブロッ
クチェーンを活用しトークン化されたファンドを立
ち上げた。トークン化によってオペレーションをデ
ジタル化し、また最低投資金額を引き下げること
で、より多くの個人投資家にプライベートエクイ
ティへの投資機会を提供している

 — 米国の eスポーツ/ライフスタイルブランドである
100 Thievesは、eスポーツ大会での優勝を記念し
て、チームに送られたダイヤモンドネックレスの
デジタル版を、30万人のファンに無料で配布した4。

 — 2021年にWeb3スタジオの RTFKTを買収したナイ
キは、2022年に独自の Web3プラットフォーム

「.Swoosh」を立ち上げ、ブロックチェーンベース
のNFTを顧客に提供している。このプラットフォー
ムは、新製品発表のハブとして、また顧客がバー
チャルなアパレルデザインを共有するスペースと
して機能することを意図している

Web3はメタバースと同じものなのか
Web3とメタバースはどちらも次世代のインターネット
を提案する概念であり、オーバーラップするところも
あるが、同じものではない。「ザ・メタバース　世界

を創り変えしもの」（飛鳥新社）の著者として知られる
Matthew Ball 氏によれば、Web3は分散型データベー
スとシステムアーキテクチャであり、メタバースは3D
空間をベースとするコンピューティングとネットワーキ
ングの新しいパラダイムだという。どちらも将来、我々
が日々インターネットとして体験するものの主体となる
可能性があるが、広く浸透するまでにはまだまだ時間
がかかりそうだ。

Web3にまつわる懸念とは
Web3の技術は、すでにテクノロジーの先駆者たちに
よって取り入れられている。しかし、Web3をいち早く
採用した企業はいくつかの課題に直面しており、Web3
の普及が進むにつれ、今後さらに多くの課題が浮上
する可能性がある。先述した暗号資産・NFT 市場の
大きな下落もその一つである。それに加えて、現時
点での課題として以下のようなものがある。

 — 変化し続ける規制：規制当局は、消費者や投資家
の保護、ブロックチェーンに基づく契約の合法性
と執行可能性、本人確認手続きの基準やマネーロ
ンダリング防止基準などの問題に適切に対処する
ため、規制の進化を進めている

 — 訴求価値とユーザー体験：20年以上にわたり改善
を繰り返し洗練されてきた Web2.0のプロダクト/
サービスに比べ、Web3は相対的にユーザー体験
の水準が低く、また、NFTのようなWeb3プロダク
トの有用性についても、多くの消費者や企業にとっ
てまだ明確に提示されているとは言えない

 — 消費者保護：ここ最近の相次ぐWeb3プロジェクト
の失敗を受け、消費者と投資家の保護が、規制
当局や一般大衆の注目するところとなっている

4.  公式発表では NFTという言葉は使われず、売買を想定したものではないとされたものの、実際には、このネックレスのデジタル版は Polygonネットワー
ク上で作成された NFTであった
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Web3は、いまだに「生みの苦しみ」の状況にあり、
一般的な普及がなされるまでには多くの課題を解決
する必要がある。一方で、テック企業の中央集権的
なデータ管理をユーザー個人の手に取り戻したいとい
うWeb3の「思想」に共感を抱く人も多いはずであり、
特定の企業に依存せず、取引、データの管理を参加
者が共同で行うことを可能にするWeb3の技術の可能
性も大きいと考えられる。今後の発展に期待したい。

各研究グループについてさらに詳しく知りたい方は、
金融サービス、リスク&レジリエンス、戦略・コーポ
レートファイナンス、テクノロジー・メディア・通信を
ご覧いただきたい。 
また、マッキンゼーでの仕事にご興味のある方は
Web3関連ポジションの採用情報をご覧いただきたい。
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